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質
問　

通
院
等
を
考
え
る
と
免

許
返
納
が
で
き
な
い
と
い
う
声
を

聞
く
。
本
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

本
年
４
月
に
Ｂ
Ｒ
Ｔ
、

路
線
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の
路

線
図
と
時
刻
表
が
一
体
と
な
っ

た
「
り
く
ぜ
ん
た
か
た
交
通
マ
ッ

プ
」
を
全
戸
に
配
布
し
、
市
内
公

共
交
通
の
一
層
の
周
知
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
、
横
田
町
を
モ
デ
ル

地
区
と
し
、
住
民
主
体
の
新
た
な

移
動
サ
ー
ビ
ス
の
協
議
・
検
討
を

始
め
て
い
る
。

　

質
問　
「
支
え
合
い
交
通
」
を

立
ち
上
げ
た
い
と
思
う
地
域
住
民

に
対
し
、
書
類
作
成
、
登
録
ま
で

の
各
種
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　

答
弁　

地
域
の
方
々
か
ら
こ
う

い
う
こ
と
を
や
り
た
い
と
声
が
上

が
れ
ば
、
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
。

復
興
祈
念
公
園
の
防
災
は

　

質
問　

９
月
18
日
に
行
わ
れ

た
、
道
の
駅
「
高
田
松
原
」、
津

りくぜんたかた交通マップ

公
共
交
通
網
の
整
備
は

　

 

新
た
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
検
討
中

波
伝
承
館
合
同
の
避
難
訓
練
か
ら

見
え
た
課
題
と
対
応
は
何
か
。

　

答
弁　

大
地
震
発
生
直
後
の
混

乱
し
た
状
況
下
で
は
、
ス
タ
ッ
フ

が
大
声
を
出
し
て
も
避
難
誘
導
の

指
示
が
伝
わ
ら
な
い
可
能
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
や

メ
ガ
ホ
ン
を
使
用
し
た
避
難
誘
導

が
必
要
。
ま
た
、
地
震
発
生
直
後

の
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
あ
る
方
々
を

冷
静
に
避
難
さ
せ
る
方
法
を
、
専

門
家
を
交
え
て
検
討
し
て
い
く
。

　

質
問　

奇
跡
の
一
本
松
か
ら
避

難
目
標
地
点
の
気
仙
大
橋
西
交
差

点
ま
で
、
私
の
足
で
17
分
か
か

る
。
気
仙
大
橋
の
た
も
と
ま
で
は

13
分
。
地
震
発
生
直
後
に
避
難
を

開
始
し
た
と
し
て
も
、
13
分
経
過

し
て
い
る
状
況
で
、
津
波
が
来
る

か
も
し
れ
な
い
気
仙
大
橋
を
渡
る

こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　

答
弁　

最
短
で
一
番
標
高
の
高

い
と
こ
ろ
に
行
け
る
ル
ー
ト
を

と
っ
て
い
る
。
橋
の
安
全
性
に
つ

い
て
も
関
係
機
関
に
確
認
済
で
あ

る
。

　

質
問　

短
時
間
で
避
難
で
き
る

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
に
つ
い

て
は
ど
う
考
え
る
か
。

　

答
弁　

こ
こ
は
科
学
的
に
言
っ

て
も
津
波
到
達
ま
で
30
分
か
ら
40

　

質
問　

総
人
口
と
高
齢
化
率

の
現
状
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

本
年
９
月
末
現
在
の

人
口
は
、
１
万
８
９
５
９
人
、

高
齢
化
率
に
つ
い
て
も
、
同
様

に
推
計
値
41
・
６
％
に
対
し
、

現
状
値
は
39
・
０
％
で
あ
り
、

来
年
度
末
に
か
け
て
の
推
移
を

考
慮
し
て
も
推
計
と
の
大
き
な

差
異
は
な
い
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

　

質
問　

総
合
戦
略
の
目
標
管

理
と
効
果
検
証
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

毎
年
度
、
策
定
会
議

を
開
催
し
、
推
進
状
況
や
事
業

の
実
施
報
告
及
び
目
標
指
標
の

進
ち
ょ
く
管
理
等
を
行
っ
て
い

る
。

　

質
問　

成
果
目
標
の
達
成
状
況

は
ど
う
か
。

　

答
弁　

「
観
光
入
込
数
」
に
つ

い
て
は
、
最
終
年
度
の
目
標
値

１
０
０
万
人
に
対
し
、
４
年
目

と
な
る
昨
年
度
の
実
績
値
は
、

51
万
６
０
５
６
人
、
達
成
率
51
・

６
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
先
月
、

大坂　俊
 （新　志　会）

交流人口の拡大が期待される道の駅

総
合
戦
略
の
効
果
は

　
今
後
も
交
流
人
口
の
拡
大
に
期
待

道
の
駅
「
高
田
松
原
」
及
び
高
田

松
原
津
波
復
興
祈
念
公
園
が
オ
ー

プ
ン
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
交

流
人
口
の
拡
大
が
予
想
さ
れ
、
観

光
入
込
数
の
増
加
が
期
待
さ
れ

る
。

　
「
出
生
数
」
は
、
５
年
間
累
計

の
目
標
値
６
０
０
人
に
対
し
、
４

年
間
累
計
の
実
績
値
は
４
０
２
人

で
、
達
成
率
67
％
。
ま
た
、「
新

規
雇
用
者
数
」
に
つ
い
て
も
、
５

年
間
累
計
の
目
標
値
２
０
０
人
に

対
し
、
４
年
間
累
計
の
実
績
値
は

１
７
６
人
で
、
達
成
率
88
％
と

な
っ
て
お
り
、
目
標
値
に
つ
い
て

は
、
概
ね
達
成
す
る
も
の
と
見
込

ん
で
い
る
。

　

個
別
施
策
に
係
る
成
果
指
標
に

つ
い
て
は
、
複
数
の
項
目
に
お
い

て
、
目
標
値
の
達
成
を
見
込
ん
で

い
る
が
、「
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
等
の

移
住
定
住
や
雇
用
拡
大
」
に
係
る

項
目
に
つ
い
て
は
、
目
標
値
の
達

成
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
新
た
な
「
総
合
戦
略
」
の
策

定
に
お
い
て
、
改
め
て
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

緑
地
の
管
理
は

　

質
問　

土
地
区
画
整
理
事
業
地

内
の
緑
地
の
管
理
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

緑
地
の
管
理
に
つ
い
て

大和田 加代子
 （碧　い　風）

分
か
か
る
と
い
う
こ
と
。
避
難
タ

ワ
ー
よ
り
高
い
津
波
が
く
る
と
タ

ワ
ー
に
避
難
し
た
方
が
危
険
に
な

る
。
専
門
家
と
の
話
し
合
い
の
結

果
、
よ
り
安
全
性
の
高
い
避
難
場

所
に
逃
げ
る
こ
と
と
し
、
タ
ワ
ー

建
設
は
考
え
て
い
な
い
。

　

質
問　

来
年
度
の
国
保
税
に
つ

い
て
「
税
率
改
正
を
含
め
て
検
討
」

と
し
て
い
る
が
、
引
き
上
げ
は
避

け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答
弁　

こ
の
15
年
間
は
改
正
し

て
い
な
い
が
、
平
成
29
年
度
か
ら

国
保
基
金
繰
入
で
運
営
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
、
本
年
度
予
算
で
も

約
１
億
６
０
０
万
円
の
基
金
繰
入

を
予
算
化
し
た
。
本
年
度
末
の
基

金
残
高
は
１
億
８
千
万
円
の
見
込

み
。
国
保
税
率
引
き
上
げ
に
つ
い

て
、
現
在
、
国
保
運
営
協
議
会
に

諮
問
し
て
い
る
。　

　

質
問　

国
保
税
は
子
ど
も
に
も

均
等
割
２
万
５
千
円
が
課
税
さ
れ

る
が
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
は
で
き
な
い
の
か
。

　

答
弁　

18
歳
以
下
の
被
保
険
者

は
３
１
０
人
で
あ
り
、
金
額
は

７
７
５
万
円
に
な
る
が
、
世
帯
所

得
に
よ
り
軽
減
が
あ
る
。
繰
入
は

現
実
的
に
は
検
討
し
て
い
な
い
。

震
災
後
の
財
政
運
営
は

　

質
問　

震
災
後
の
財
政
運
営
の

　

答
弁　

駅
か
ら
ア
ム
ウ
ェ
イ
ハ

ウ
ス
、
追
悼
施
設
等
を
通
っ
て
本

丸
公
園
の
通
り
は
当
初
か
ら
回
遊

の
軸
線
で
あ
る
。
ア
バ
ッ
セ
駐
車

場
隣
の
空
き
地
は
市
管
理
地
で
あ

り
、
大
変
貴
重
な
場
所
だ
。
商
工

会
や
ま
ち
づ
く
り
会
社
と
一
番
良

い
選
択
を
検
討
し
て
い
る
。

けせんプレカット高田工場

国
保
税
率
改
正
の
状
況
は

　
　

運
営
協
に
引
き
上
げ
を
諮
問
中

状
況
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

復
興
交
付
金
や
震
災
復

興
特
別
交
付
税
等
を
活
用
し
安
定

し
た
推
進
が
で
き
た
。
地
方
債
残

高
は
平
成
22
年
度
の
約
１
４
５
億

円
か
ら
平
成
30
年
度
は
約
１
１
６

億
円
と
29
億
円
減
少
し
た
。

地
域
資
源
の
活
用
は

　

質
問　

本
市
の
林
業
、
木
材
加

工
業
は
気
仙
川
流
域
と
し
て
全
国

的
評
価
も
高
い
。
実
績
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

気
仙
木
材
加
工
協
同
組

合
連
合
会
や
け
せ
ん
プ
レ
カ
ッ
ト

事
業
協
同
組
合
は
堅
調
な
実
績
を

維
持
し
、
平
成
30
年
度
両
社
の
製

品
生
産
量
約
９
万
㎥
、
従
業
員
数

約
２
２
０
人
と
地
域
雇
用
を
支
え

る
優
良
な
企
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

質
問　

若
い
担
い
手
育
成
の
職

業
訓
練
校
再
建
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

職
業
訓
練
協
会
と
も
協

議
し
、
市
街
地
南
側
か
さ
上
げ
端

部
縁
側
エ
リ
ア
に
再
建
す
べ
く
、

９
月
に
県
へ
補
助
申
請
し
た
。
令

和
２
年
度
内
に
整
備
、
３
年
度
の

開
校
を
目
指
し
て
い
る
。

　

質
問　

慰
霊
、
追
悼
し
、
全
国

の
人
た
ち
と
交
流
で
き
る
ま
ち
な

か
の
通
り
も
地
域
資
源
と
思
う
。

空
き
地
の
有
効
活
用
な
ど
今
後
の

考
え
は
ど
う
か
。

は
、
事
業
計
画
の
段
階
で
関
係
課

と
の
協
議
を
行
い
、
管
理
区
分
を

定
め
て
お
り
、
整
備
後
に
お
い
て

は
、
そ
の
管
理
者
が
、
除
草
及
び

倒
木
の
処
理
な
ど
の
適
切
な
維
持

管
理
を
行
う
な
ど
し
な
が
ら
、
良

好
な
住
環
境
の
維
持
に
努
め
る
。

藤倉 泰治
 （日本共産党）


